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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A3153 コキ5500初期型 コンテナ4個積 2両セット

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥3,850（本体価格￥3,500）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー非対応

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

マグネット式紙箱入（カートン入数：24）

反射板

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
写真の複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

　従来物流を支えていたのは国鉄の貨物列車でしたが、非効率的な車扱貨物列車に代わる新方式
として1950年代末より導入されたのがコンテナ輸送です。輸送単位をコンテナ1個単位とし、高性能な
コンテナ専用貨車による高速輸送や線路から離れた遠方にもトラックで簡単に集配出来る柔軟さにより
貨物輸送に新風を吹き込みました。1959年にコンテナ専用貨車の第一弾として製造されたのがデッキ
無しのチキ5000及びデッキ付きのチキ5500（後に「チキ」から「コキ」に改称）で小型の第一種コンテ
ナを5個積載可能です。車体色は従来の貨車とは異なるとび色が採用され、最高速度85km/hでの
運行が可能でした。コキ5000は1960年代にデッキが取り付けられコキ5500に編入されました。
　コキ5500は1970年まで製造されましたが、直後に後継のコキ50000と共に大型の第二種コンテナ
が導入されると、コキ5500も車体はそのままに第二種コンテナ4個積へと改造されました。
　初期型であるコキ5500～コキ6273は側面の縦方向に補強が多数取り付けられ、以降の車両とは
イメージが異なります。コンテナ4個積みに改造された後、一部はJR貨物所有となり、JR世代のコンテナ
を運搬する光景が見られました。

コキ25697 コキ25934

非対応

●　マイクロエース貨車シリーズにコキ5500型コンテナ車が登場
●　側面のリブが多いコキ5500初期型。当初よりコキ5500として製造されたグループを製品化
●　コンテナ大型化により5個積から4個積に改造された後の姿
●　1980～1990年代の車両やコンテナと共にお楽しみいただけます
※　部品共用のため、一部実車と異なります
※　本製品に動力車は含まれません。走行には別途機関車が必要です
※　コンテナは付属しません

JR貨物承認申請中
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